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１ はじめに

城北高等学校
・昭和１６年創立（昨年創立８０周年）
・平成１６年単位制導入、平成３０年理数科学科新設
・２、３年生 普通科６クラス 理数科学科１クラス
・１年生 普通科７クラス 理数科学科１クラス
・多くの生徒が大学進学を希望



２ 現状
・生徒の多くは英語学習の必要性を感じているも
が、５０％以上の生徒が英語に苦手意識を持って
いる。

・２年生文系「英語理解基礎」（学校設定科目）
では、発表活動を中心とした授業を通して、苦手
意識を解消し、 英語学習への意欲を高める取り組
みを行っている。



３これまでの取り組み
１）英語理解基礎の授業の概要
① テーマに関する英文を読む
② 発表原稿を作成
③ 練習
④ 発表
⑤ 振り返り

＊原稿例



２）評価･･･発表と学期に一回のペーパーテスト

評価シートの例
EVALUATION SHEET

Memorization・・・暗記して原稿に頼らず発表しているか
Pronunciation/Intonation・・・発音、イントネーションは適切か

Delivery・・・皆に聞こえる声の大きさでアイコンタクトを取りながら発表しているか

NAME Memorization Pronunciation
Intonation Delivery total comment

1 - - 3 - - 5 1 - - 3 - - 5 1 - - 3 - - 5

1 - - 3 - - 5 1 - - 3 - - 5 1 - - 3 - - 5

1 - - 3 - - 5 1 - - 3 - - 5 1 - - 3 - - 5



３）発表の様子
各学期に１～３回程度の発表活動

例）ロールプレイ 例）グループ
発表

例）スピーチ



４）発表テーマと資料例
タブレット導入後はデータ形

式での作成が増えてきている。

• The 9th Symphony
１年時にコミュニケーショ

ン英語Ⅰで扱った題材。本文
と語彙の復習をした後、関連
する事柄についてグループで
調べ、発表。



・Reducing Plastic Waste
オリジナルの題材。
テーマに関する英文を

読み、その後様々な国で
の取り組みと、自分たち
にできる取り組みについ
て、各自スピーチ形式で
発表。



４アンケート結果より

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

3月

①英語理解基礎の授業は有意義であったか

①有意義だった ②どちらかといえば有意義だった ③どちらともいえない ④あまり有意義ではなかった ⑤有意義ではなかった

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

3月

4月

②英語の授業でプレゼンテーションを行うことは必要だと思うか

①そう思う ②どちらかといえば思う ③どちらともいえない ④どちらかといえば思わない ⑤思わない



0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

３月

４月

③今後英語でのプレゼンテーションをやってみたいか

①積極的にやってみたい ②やってみたいが自信がない ③あまりやりたくない ④やりたくない ⑤興味がない



0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

３月

４月

④英語が得意ですか（英語理解基礎非選択生徒）

①得意である ②どちらかといえば得意である ③どちらともいえない ④どちらかといえば苦手である ⑤苦手である

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

3月

4月

⑤英語が得意ですか（英語理解基礎選択生徒）

①得意である ②どちらかといえば得意である ③どちらともいえない ④どちらかといえば苦手である ⑤苦手である



５ 成果と課題及び改善策
１）成果
・８０％以上の生徒が授業を肯定的に捉えている
・英語での発表活動に積極的な生徒が増えている
・評価基準を提示することで、目標意識を持って努
力する生徒が多い
・英語に自信を持ち、苦手意識が薄まっている
・以前より前向きに英語学習に取り組む姿が見られ
る



２）課題
・学力向上につながっているとの実感が得にくい
・学習の見通しが立てづらい
・オリジナルの教材を準備する負担が大きい
・人前で話すことに強い抵抗感を持つ生徒がいる



３）改善策

本年度は新たにオックスフォード出版の「Smart 
CHOICE」を教科書に採用。

・生徒、教員ともに学習の見通しが立てやすくなり、
発表テーマや定期考査の準備もしやすくなった。
・教科書の難易度や内容など、今後新たな課題が出
てくる可能性がある。



６ おわりに
依然として課題はあるものの、発表活動を通し

て、苦手意識を持っていた生徒が、意欲的に英語
学習に取り組む姿が見られている。

今後も生徒の学習意欲を高め、学力向上につな
がる授業づくりに取り組んでいきたい。



ご清聴ありがとうございました


